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わらしべ企画の真骨頂、他のトーク企画で発表の機会を得ました。 

自転車遊び実証実験のまとめ 
 

および 
 

～転遊研２００９企画提案～ 
『Bike is Good!』 から 『Bike it Easy!』 へ 

ツーリングコンペティション・メニュー３点セットの継続 

※グレー箇所は「THT」を過去実施した都府県。

初開催は２００２年山形県鶴岡市。 

※黒実線は「さんいん１３００」の推奨コース。 

Ｐ２・・・・・・・・は じ め に 

Ｐ３・・・・・・・・・・転遊研とは 

Ｐ４・・・・・Ｂｉｋｅ ｉｓ Ｇｏｏｄ！ 

Ｐ５・・・・・メニュー３点セット 

Ｐ６・・・・・・・・ＴＨＴ誕生秘話 

Ｐ７・・・・・・・・・わらしべ企画 

Ｐ８・・ＴＨＴ２６マップ＆問題 

Ｐ９・・・・・・ＴＨＴ２６リザルト 

Ｐ１０・・・・・Ｂｉｋｅ ｉｔ Ｅａｓｙ！ 
 

求む！コースクリエイター！  
 

 

２００８年１２月２９日改 

 ２００８年１２月６日に広島市中区で開催された「ひろしま自転車トーク」のチラシ。 

◆転遊研企画デスク：〒740‐0036 山口県岩国市藤生町 1-30-6 コースクリエイト山口 T.090-3170-6658 F.03-6368-4661 E.Tenyuken@aol.com   http://www.bike-joy.com/TUK.htm 
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左側が「実証実験のまとめ」、右側が「２００９企画提案」です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～はじめに～ 
 

２００８年後半、自転車に更に更に追い風が吹

きました。しかし、乗る環境の整備や、楽しむソ

フトの充実が追いつかない現状もあります。 
 

転遊研（自転車遊び総合研究会）では、２００５

年春より「実験企画」として、日本の“特徴”を再

分析し、進化や変化する日本の“実情”に合っ

た自転車遊びを模索してきました。 
 

その結果、サイクルオリエンテーリングを変形さ

せた「ＴＨＴ２６」という自転車遊びを仲間と共有

するに至りました。もちろん未熟な部分はありま

すが、外部からのジョイント企画の問い合わせも

ありました。そのひとつ「ひろしま自転車トーク」

の資料を使いながら、これまでの実証実験の経

過報告と、２００９年以降の可能性を更に考えて

みました。 

※この囲みは各ページとも「第３回ひろしま自転車トーク」で使用した資料の補足です。 
 

§自転車の遠乗りと自転車遊びは同じ響きを持っています。自転車の遠乗りはサイクリングに他ならないと思

います。しかし、自転車遊びとサイクリングの間には微妙な差異があるようです。 
 

§「自転車も安心して走れる場所」とは、歩行者、自転車、自動車など、全ての交通に対して“道”が優しくな

ることだと思います。自転車遊び総合研究会（転遊研）の目指すところは、日本の風土に合ったみんなで楽

しめる自転車遊びを探りつつ、自転車でも安心して走れる場所を増やすことです。 

ＴＨＴ２６の可能性 
（サイクリングと日常利用の接着剤） 

 

年齢性別車種不問で楽しめる運頼みルール 

※詳細はＰ８～９をご参照下さい。 
 

「ショップ主催の地域密着イベントの実施」 

「観光レンタサイクルへの応用」 

「サイクルイベントのサブメニュー」 

「街づくりグループと協力した地域再々発見」 

「子供や自転車利用者のマナー向上企画」 
 

日常利用の延長のため、短期の仕込みが可能 
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§ファストランツーリングの世界最高峰の大会「パリ・ブレスト・パリ１２００ｋｍブルベ」へ２００３年８月に遠征参

加し、またＭＴＢラリーレイド日本オリジナルの「とれとればいく運営委員会」の緩やかな組織化で、マニア

向けツーリングコンペティションの初期提案の目的を達成したと感じていました。 
 

§しかし一方、オープンロードで楽しむ「自転車遊び」は、認知度が思ったほどに無いとも感じていました。 
 

§そのため、窮余の策、実証実験として、日本の風土にあった自転車遊びを探ることにしました。２００５年３月

時点では、「（仮称）自転車遊び利用促進連絡網・実証実験２００５」というネーミングで、実験のネタは、「ロ

ングライド」、「エンデューロ」、「イベントブック」などで、「日常利用」は含まれていませんでした。 

～転遊研とは～ 
 

２００５年春に「ファストランツーリング」の自主参

加型企画「１００×１００（ハンドレッド・バイ・ハンドレッド）」を

実験実施するにあたり、事務局設置や保険加

入で主催者名が必要なため「（仮称）自転車遊

び総合研究会」とネーミングしたもので、その略

称が「転遊研」です。 
 

その際の発起人が約１０名、そして最初に連絡

をしたコアメンバーが約７０名、さらに２００７年５

月に期間実施した「自転車さんぽ◆◆時めぐり

萩」の後援依頼を萩市にした際にカウントしたメ

ンバーは約１６０名に達していました。 
 

コアメンバーは、この実験企画立案以前の活動

で知り合った仲間で、「ファストランツーリング」

や「ＭＴＢラリーレイド」や「ＭＴＢエンデューロ」

などの関係者（参加者、スタッフ、媒体、輪界

等）でした。 
 

 

「１００×１００」は将来的な可能性はあるものの、

１００ｋｍを１００回走ろうという内容は、企画当初

よりハードルの高さが指摘されていました。その

ハードルを下げる作業内で、ＴＨＴ２６の原形が

生まれ、より多くの関係者と話す機会も得られ、

街づくりグループや自転車ＮＰＯ、さらに行政の

担当者もメンバーに加わるようになりました。 
 

但し、意思確認をした人もいれば、勝手にメン

バーにしている人もいます。現在、人数はカウ

ントしていませんが、多分２００名は越えていると

思われます。 
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§自転車には様々な種類や、使用目的があります。 
 

§左上から、右渦巻き方向に・・・「子供車」 → 「一般車」 → 「クロスバイク」 → 「小径車」 → 「ロードレー

サー」 → 「親子専用車」 → 「ＭＴＢ・ＤＨモデル」 → 「ＭＴＢ・ＸＣモデル」 です。 
 

※ツーリング車が無いのに後から気付きました・・・・・！ 

Ｂｉｋｅ ｉｓ Ｇｏｏｄ！ 
２００５年３月１日の企画提案書からの抜粋です。 

 

自転車は良い。 
 

子供のころ自分の力で遠くに行けた。自己実現に良い。

サドルにまたがりペダルを漕ぐ、エンジンは人間。健康増

進に良く、気分転換に良く、旅の手段に良く、地球環境

にも良い。自転車は決して速くなく、平和でなければ楽し

めない、もしかして平和のシンボル？ 

また、物・道具（工業製品・商品）としても良いデザイン

で、風を感じ、坂に泣かされ、道に迷って振り返るように、

人と大地の間に在る、第一回近代オリンピックから正式種

目に採用されている、超優良スポーツアイテムだ。 
 

そんな自転車を日本でもっと楽しく遊ぶには・・・？ 
 

「日本に自転車文化を」という言葉を良く耳にする。 
↓ 

自転車が市民権を得るための文化度向上のこと？ 
↓ 

それは、自転車遊びの充実に他ならない！ 
↓ 

自転車遊び人口が増加し、 

スポーツサイクリング全体が底上げされ、 

そして自転車はもっと良くなる！ 
 

その自転車遊びは・・・「ツーリング」「レース」「スクー

ル」「イベントカレンダー」「ネットワーク」・・・の五つの

要素に分けられると思います。 
 

「ツーリング」・・・一般道（オープンロード）を走ること。

すなわち旅。“道で遊ぶ”ではなく“道を遊ぶ”。 

「レース」・・・日本には公道レースは在り得ない。全て

は特別許可のサーキットレース。（警察見解） 

「スクール」・・・自転車遊びは自己責任。道路交通

法から、遊びのノウハウまでを伝授。誰もが先生だ。 

「イベントカレンダー」・・・自転車は独りでも遊べる。で

もコミュニケーションツールでもある。ＰＲが大切。 

「ネットワーク」・・・情報共有。人材育成。表彰制度。

クラブ＆ショップのネットワーク。アカデミー活動だ。  
 

これらは昔からある考えです。進化する情報社会に

適応するための「実証実験」が必要です。 
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§自転車には車種以外に、使用目的や立場の違いによって様々な側面があります。 
 

§自転車が走る・利用する「道」には様々な種類がありますが、移動の自由（旅の自由）はどうなっているので

しょうか？ “旅”とは“みち”を遊ぶことだと思います。 
 

§性格として「歩行者的利用ｏｒ自動車的利用」があり、立場も時と場合によって変化しています。 
 

§スポーツ使用の中でもスピードやエリアの違いで「街道走行の爽快感」「自然と対峙する達成感」「街なか再

発見」などがあり、同じサドル上からでも風景や目線が変化しています。 
 

§個人の利用目的に呼応した商品や関係団体の成り立ちに、「日常」と「非日常」の違いがあります。 

メニュー３点セット 
 

日常利用の延長でオープンロードを楽しめる

「ＴＨＴ２６」は、街なかの路地を得意とする自転

車遊びです。そのため、多くの関係者からの突

っ込みのある、等身大の企画と言えます。 
 

しかし「街道」や「森の道」など、不得意な“み

ち”もあり、「ファストランツーリング」「ＭＴＢラリー

レイド」「サイクルオリエンテーリング」を、ツーリ

ングコンペティション・メニュー３点セットとして、

継続提案していきたいと思います。 
 

◆ツーリングコンペティション・・・個人タイムトライアル

からサイクルＯＬまで、何らかの成績の出るオープン

ロードでの自転車遊びの総称として提案しています。 
 

◆ファストランツーリング・・・個人で挑む耐久ランに始

まり、クラブ行事のタイムトライアル、アメリカ生まれの

センチュリーラン、世界組織もあるブルベ、さらにサイ

クルマラソンやグランフォンドなどがあります。転遊研

ではブルベ的な「さんいん１３００」等を計画中です。 
 

◆ＭＴＢラリーレイド・・・地図を読み、山道を辿り、仲

間と協力して自然に挑む、「困難との遭遇」とも言わ

れる最もエキサイティングな自転車遊びです。参加者

はラリーストと位置付けられ、そのスキルを総合的に

試されます。転遊研では「とれとればいく」の普及版を

某サイクルイベント内で熟成中です。 
 

◆サイクルオリエンテーリング・・・マップリーディングと

サイクリングの合体で、名前としてはポピュラーな自

転車遊びです。転遊研では、自転車遊びの基本は

地図読みと考え、偶然の産物「ＴＨＴ２６」の可能性を

今後も追求していきます。 
 

参加者の自己責任を前提にした、ツーリングコンペティショ

ンは、省スタッフ運営が可能です。それでも、自転車遊びの

機会均等にはコースクリエイターの出現が望まれます。 


